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Abstract 
Correlation between microstructure of tungsten and rate of carbide formation was investigated 
at 800 ℃ by examining the reaction between amorphous carbon films and tungsten specimens 
fabricated in different conditions. The carbide formed was W2C, and no WC was observed. The 
growth rate of W2C showed no significant dependence on the size and shape of crystal grains. A 
clear correlation, however, was observed between the hardness of tungsten and the rate of W2C 


































供試材には厚さ 1 mm(圧延率 95.0 %)と 5 mm(圧延率 81.7 %)の２種類のタングステン板
材を用いた。これらには応力除去焼鈍あるいは再結晶焼鈍がなされている。前者の条件は、
1 mm厚材については 900 ℃で 0.5時間、5 mm厚材については 1200 ℃で 1時間である。
後者の場合には、応力除去焼鈍後に 1 mm厚材、5 mm厚材共に 1300 ℃で 1時間焼き鈍
しが行われている。 
5mm厚の板材からは圧延面に平行な方向に 10×10×1 mm3、圧延面と垂直な方向に   





































 (b) (c) の試料については表面を研磨したのち、炭素蒸着を行わずにマイクロビッカー
を用いて硬度測定を行った。荷重は 500 g、保持時間は 15秒とし、試料表面
選択した５箇所の硬度から平均値を算出した。また、同様に一部の試料につ
ングを行ない、タングステンの組織を光学顕微鏡で観察した。エッチング溶






。また、5 mm厚材と 1 mm厚材の圧延面（（a）と（c））を比較すると 1 mm
は 5 mm厚材の結晶粒よりも小さい。 
. 3に再結晶焼鈍した試料のエッチング後の光学顕微鏡写真を示す。Fig. 2と
より強く加工されている 1 mm 厚材において、再結晶焼鈍による組織の変化
がわかる。 
Fig. 2 応力除去焼鈍後のタングステン表面の光学顕微鏡写真 
(a) 5 mm 材圧延面、(b) 5 mm厚材板厚面、(c) 1 mm厚材圧延面厚
100μm 100μm 100μm
応力除去焼鈍後のタングステン表面の光学顕微鏡写真(エッチング後) 





(a) 5 mm厚材圧延面、(b) 5 mm厚材板厚面、(c) 1 mm厚材圧延面
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Table. 1 各試料のビッカース硬度  
 5mm 圧延面 5mm 板厚面 1mm 圧延面 
応力除去材（Hv） 437±12 440±9 484±6 























較した。例として Fig. 5に 5 mm厚
























































































Fig. 5  再結晶焼鈍前後でのピーク位置および
半値幅の比較(圧延面試料) 
(a) 5 mm厚材 (b) 1 mm厚材 











































































































































した 1 mm厚材と同 5 mm厚材を比較
したものがFig. 9である。1 mm厚材では 5 mm厚材よりもI(W2C)/I(W)が若干高い所に分
布しており、W2Cの生成速度は 1mm厚材の方がわずかながら大きいことがわかる。また、
















































) 応力除去材 Hv: 484 
再結晶材 
Hｖ: 381 
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